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基調判断 回復に向けた動きが徐々にみられる

業種別動向 震災の影響で輸送機械は落ち込みが継続

九州の鉱工業生産動向

2011年４月の九州地区の鉱工業生産指数（季節調整済）は、前月比3.9％上昇の100.9と２ヵ月ぶりに前年
実績を上回りました。輸送機械等の一部業種では、震災の影響もあり生産が前年を下回っている状況ではあるも
のの、海外発電所向けの水管ボイラや半導体製造装置等の生産が好調な一般機械が牽引役となったことにより、
全体では前月比で上昇する等、回復に向けた動きが徐々にみられています。

■全国と九州の鉱工業生産指数（2005年＝100・季節調整済） 九州経済産業局出所

業種別の寄与度をみると、新興国の発電所向けの水管ボイラ等が好調な一般機械を始め、10業種がプラスに
寄与した一方、震災直後に比べ操業度は幾分上昇しているものの部品調達難の影響が残る輸送機械のほか、鉄鋼
や電子部品・デバイス等はマイナスに寄与しました。

■業種別寄与度（鉱工業生産指数） 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈福岡県〉
F u k u o k a

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 震災の影響大きく、生産活動は悪化
生産活動では、東日本大震災の発生に伴い一部工場で操業停止を余儀なくされた輸送機械が大幅減産となっ

たほか、鉄鋼や一般機械、化学も減産基調となる等、企業の生産活動は急速に低下しています。
消費面では、大型小売店販売額は、引き続き新博多駅ビルの開業効果や土曜日が１日多かったこと等により前

年を上回りました。住宅建設については、持家、分譲戸建は堅調に推移した一方、分譲マンションが前年の反動
で減少したことから前年実績を下回りました。

1.生産活動 震災の影響で輸送機械が大幅に低下

３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きをみる
と、総合指数は85.0となり、前月比マイナス13.8％と
大幅に低下しました。
要因は、輸送機械が東日本大震災の発生で、部品

調達が困難となり一部工場で操業停止となる等、生産
が半減したことが大きく影響したほか、定期修繕等で
鉄鋼や一般機械も生産が落ち込む等、主要業種は軒
並み低下しました。

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 福岡県出所

総合指数 鉄鋼業 一般機械工業 輸送機械工業 化学工業
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3.住宅建設 ２ヵ月連続で前年を下回る
４月の新設住宅着工戸数は、住宅取得関連の優遇
制度の効果等から持家、分譲戸建は前年同月と比べ
増加した一方、分譲マンションが昨年４月に新規着工
戸数が多かった反動で減少したことから、全体では前
年同月比1.9％減の2,574戸と２ヵ月連続で前年を下
回りました。

国土交通省出所
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■福岡県の新設住宅着工戸数
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4.公共工事 請負金額は５ヵ月連続で前年を下回る

４月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、件
数が前年同月比25 .0％減の460件、金額は同
35.0％減の281億円となり、請負金額は５ヵ月連続
で前年を下回りました。
発注者別では、｢独立行政法人｣で高速道路等の大

型工事案件はあったものの、全ての発注者で前年同
月と比べ減少しています。

西日本建設業保証出所

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1
2010

2 3 4
2011

600

500

400

300

200

100

0

（億円）
50

0

▲50

（％）
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5.企業倒産 件数、負債総額ともに前年を上回る

５月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数は
前年同月比36.4％増の30件、負債総額は同93.8％増
の86億円と件数、負債総額ともに前年を上回りました。
投資コンサル業で40億円を超える大型倒産が発生

したこともあり、件数、負債総額共に前月比で増加して
います。

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 ３ヵ月連続で前年を上回る
４月の大型小売店販売額は、前年同月比7.3％増の
551億円と、３ヵ月連続で前年を上回りました。
消費自粛ムードは続いているものの、引き続き新博

多駅ビルの開業効果や土曜日が１日多かったこと等が
影響し、主力の衣料品、飲食料品ともに好調に推移し
ました。

■福岡県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈福岡県〉
F u k u o k a

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 震災の影響大きく、生産活動は悪化
生産活動では、東日本大震災の発生に伴い一部工場で操業停止を余儀なくされた輸送機械が大幅減産となっ

たほか、鉄鋼や一般機械、化学も減産基調となる等、企業の生産活動は急速に低下しています。
消費面では、大型小売店販売額は、引き続き新博多駅ビルの開業効果や土曜日が１日多かったこと等により前

年を上回りました。住宅建設については、持家、分譲戸建は堅調に推移した一方、分譲マンションが前年の反動
で減少したことから前年実績を下回りました。

1.生産活動 震災の影響で輸送機械が大幅に低下

３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きをみる
と、総合指数は85.0となり、前月比マイナス13.8％と
大幅に低下しました。
要因は、輸送機械が東日本大震災の発生で、部品

調達が困難となり一部工場で操業停止となる等、生産
が半減したことが大きく影響したほか、定期修繕等で
鉄鋼や一般機械も生産が落ち込む等、主要業種は軒
並み低下しました。

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 福岡県出所

総合指数 鉄鋼業 一般機械工業 輸送機械工業 化学工業
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3.住宅建設 ２ヵ月連続で前年を下回る
４月の新設住宅着工戸数は、住宅取得関連の優遇
制度の効果等から持家、分譲戸建は前年同月と比べ
増加した一方、分譲マンションが昨年４月に新規着工
戸数が多かった反動で減少したことから、全体では前
年同月比1.9％減の2,574戸と２ヵ月連続で前年を下
回りました。

国土交通省出所
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■福岡県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 請負金額は５ヵ月連続で前年を下回る

４月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、件
数が前年同月比25 .0％減の460件、金額は同
35.0％減の281億円となり、請負金額は５ヵ月連続
で前年を下回りました。
発注者別では、｢独立行政法人｣で高速道路等の大

型工事案件はあったものの、全ての発注者で前年同
月と比べ減少しています。

西日本建設業保証出所
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■福岡県の公共工事請負高
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前年比

5.企業倒産 件数、負債総額ともに前年を上回る

５月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数は
前年同月比36.4％増の30件、負債総額は同93.8％増
の86億円と件数、負債総額ともに前年を上回りました。
投資コンサル業で40億円を超える大型倒産が発生

したこともあり、件数、負債総額共に前月比で増加して
います。

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 ３ヵ月連続で前年を上回る
４月の大型小売店販売額は、前年同月比7.3％増の
551億円と、３ヵ月連続で前年を上回りました。
消費自粛ムードは続いているものの、引き続き新博

多駅ビルの開業効果や土曜日が１日多かったこと等が
影響し、主力の衣料品、飲食料品ともに好調に推移し
ました。

■福岡県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気 持ち直しの動きは弱含みつつある
生産活動では、海外向け半導体製造装置の生産が好調な一般機械が大きく上昇した一方、在庫調整等から電

子部品・デバイスが落ち込んだほか、輸送機械も震災の影響もあって生産が低下する等、持ち直しの動きは弱含
みつつあります。
消費面では、大型小売店販売額は、震災以降の消費自粛ムードで客足が減少した影響等により前年を下回る

状況が続きました。住宅建設については、貸家が減少した一方、持家、分譲が増加したことにより、前年実績を上
回りました。

1.生産活動 総合指数は２ヵ月連続でマイナス

３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は92.8となり、前月比で3.8％低下しま
した。
主要業種では、主にスマートフォン用の半導体製造

装置の海外向け生産が好調な一般機械が前月比で大
きく上昇した一方、集積回路の在庫調整等の影響で
電子部品・デバイスが低下したほか、東日本大震災の
影響等から輸送機械も低調に推移しました。

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 熊本県出所

総合指数 一般機械工業 電子部品・デバイス工業 輸送機械工業 食料品・たばこ工業
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3.住宅建設 ３ヵ月連続で前年を上回る
４月の新設住宅着工戸数は、貸家は前年同月と比べ
減少した一方で、住宅取得関連の優遇制度の効果等か
ら持家や分譲が増加しており、全体では前年同月比
2.1％増の696戸と３ヵ月連続で前年を上回りました。
　

国土交通省出所
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■熊本県の新設住宅着工戸数
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前年比

4.公共工事 請負金額は２ヵ月ぶりに前年を下回る

４月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、件
数が前年同月比変わらずの317件、金額が同18.7％
減の143億円となりました。請負金額は２ヵ月ぶりに
前年を下回りました。
発注者別では、病院の新棟建設工事等で「独立行

政法人」や「県」が増加となった一方、「国」や「市町
村」では前年を下回りました。

西日本建設業保証出所
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5.企業倒産 件数、負債総額ともに前年を上回る

５月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数は
前年同月比66.7％増の５件、負債総額は同147.3％増
の16億円となり、件数、負債総額ともに前年を上回りま
した。
前月比では、倒産件数、負債総額共に増加しています。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 ２ヵ月連続で前年を下回る
４月の大型小売店販売額は、前年同月比3.3％減の
130億円と、２ヵ月連続で前年を下回りました。
東日本大震災以降の消費自粛ムードで客足が減少

した影響等により前年を下回る状況が続きました。

■熊本県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気 持ち直しの動きは弱含みつつある
生産活動では、海外向け半導体製造装置の生産が好調な一般機械が大きく上昇した一方、在庫調整等から電

子部品・デバイスが落ち込んだほか、輸送機械も震災の影響もあって生産が低下する等、持ち直しの動きは弱含
みつつあります。
消費面では、大型小売店販売額は、震災以降の消費自粛ムードで客足が減少した影響等により前年を下回る

状況が続きました。住宅建設については、貸家が減少した一方、持家、分譲が増加したことにより、前年実績を上
回りました。

1.生産活動 総合指数は２ヵ月連続でマイナス

３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は92.8となり、前月比で3.8％低下しま
した。
主要業種では、主にスマートフォン用の半導体製造

装置の海外向け生産が好調な一般機械が前月比で大
きく上昇した一方、集積回路の在庫調整等の影響で
電子部品・デバイスが低下したほか、東日本大震災の
影響等から輸送機械も低調に推移しました。

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 熊本県出所

総合指数 一般機械工業 電子部品・デバイス工業 輸送機械工業 食料品・たばこ工業
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3.住宅建設 ３ヵ月連続で前年を上回る
４月の新設住宅着工戸数は、貸家は前年同月と比べ
減少した一方で、住宅取得関連の優遇制度の効果等か
ら持家や分譲が増加しており、全体では前年同月比
2.1％増の696戸と３ヵ月連続で前年を上回りました。
　

国土交通省出所
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4.公共工事 請負金額は２ヵ月ぶりに前年を下回る

４月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、件
数が前年同月比変わらずの317件、金額が同18.7％
減の143億円となりました。請負金額は２ヵ月ぶりに
前年を下回りました。
発注者別では、病院の新棟建設工事等で「独立行

政法人」や「県」が増加となった一方、「国」や「市町
村」では前年を下回りました。

西日本建設業保証出所
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5.企業倒産 件数、負債総額ともに前年を上回る

５月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数は
前年同月比66.7％増の５件、負債総額は同147.3％増
の16億円となり、件数、負債総額ともに前年を上回りま
した。
前月比では、倒産件数、負債総額共に増加しています。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 ２ヵ月連続で前年を下回る
４月の大型小売店販売額は、前年同月比3.3％減の
130億円と、２ヵ月連続で前年を下回りました。
東日本大震災以降の消費自粛ムードで客足が減少

した影響等により前年を下回る状況が続きました。

■熊本県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気 持ち直しの動きが続いている
生産活動では、電子部品・デバイスが生産調整もあり前月比で低下した一方、新造船の建造が好調な輸送機械

をはじめ、食料品・たばこも堅調に推移しており、持ち直しの動きは続いています。
消費面では、大型小売店販売額は、震災以降の消費自粛ムードから主力の衣料品、飲食料品が振るわず低調

に推移しました。住宅建設については、分譲が好調で前年実績を上回りました。

1.生産活動 総合指数は高い水準を維持

３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きをみる
と、総合指数は130.0となり、前月比で2.6％低下し
ました。
主要業種を見ると、集積回路の生産調整等の影響

から電子部品・デバイスが前月比で低下した一方、新
造船の建造が好調な輸送機械が上昇したほか、食料
品・たばこも堅調に推移する等、生産活動は引き続き
高い水準を維持しています。

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 長崎県出所

総合指数 一般機械工業 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業 食料品・たばこ工業
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3.住宅建設 ２ヵ月連続で前年を上回る
４月の新設住宅着工戸数は、持家は前年同月と比
べほぼ横ばいで推移したものの、分譲ではマンション
が４月としては３年ぶりに新規着工のあった影響で大
幅に増加したほか、戸建も好調に推移したことから、
全体では前年同月比28.9％増の486戸と２ヵ月連続
で前年を上回りました。　
住宅取得関連の優遇制度の効果等から、持家取得

の動きは堅調に推移しています。

国土交通省出所
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4.公共工事 件数、請負金額ともに前年を下回る

４月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、件
数が前年同月比31 .1％減の124件、金額が同
11.2％減の87億円と、件数、請負金額ともに前年を
下回りました。
発注者別では、大型の鉄道トンネル工事で「独立行

政法人」が増加したものの、「国」や｢県｣で前年を下
回りました。

西日本建設業保証出所
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5.企業倒産 負債総額は大型倒産の発生により大幅に増加

５月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、サービ
ス業等で32億円の大型倒産が発生したこともあって、
件数は前年同月比75.0％増の７件、負債総額は、同
833.1％増の35億円と前年を大幅に上回りました。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 ２ヵ月連続で前年を下回る
４月の大型小売店販売額は、前年同月比2.2％減の
97億円と、２ヵ月連続で前年を下回りました。
東日本大震災以降の消費自粛ムードが続いており、

主力の衣料品、飲食料品が振るわず、低調に推移しま
した。

■長崎県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気 持ち直しの動きが続いている
生産活動では、電子部品・デバイスが生産調整もあり前月比で低下した一方、新造船の建造が好調な輸送機械

をはじめ、食料品・たばこも堅調に推移しており、持ち直しの動きは続いています。
消費面では、大型小売店販売額は、震災以降の消費自粛ムードから主力の衣料品、飲食料品が振るわず低調

に推移しました。住宅建設については、分譲が好調で前年実績を上回りました。

1.生産活動 総合指数は高い水準を維持

３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きをみる
と、総合指数は130.0となり、前月比で2.6％低下し
ました。
主要業種を見ると、集積回路の生産調整等の影響

から電子部品・デバイスが前月比で低下した一方、新
造船の建造が好調な輸送機械が上昇したほか、食料
品・たばこも堅調に推移する等、生産活動は引き続き
高い水準を維持しています。

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 長崎県出所
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3.住宅建設 ２ヵ月連続で前年を上回る
４月の新設住宅着工戸数は、持家は前年同月と比
べほぼ横ばいで推移したものの、分譲ではマンション
が４月としては３年ぶりに新規着工のあった影響で大
幅に増加したほか、戸建も好調に推移したことから、
全体では前年同月比28.9％増の486戸と２ヵ月連続
で前年を上回りました。　
住宅取得関連の優遇制度の効果等から、持家取得

の動きは堅調に推移しています。

国土交通省出所
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4.公共工事 件数、請負金額ともに前年を下回る

４月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、件
数が前年同月比31 .1％減の124件、金額が同
11.2％減の87億円と、件数、請負金額ともに前年を
下回りました。
発注者別では、大型の鉄道トンネル工事で「独立行

政法人」が増加したものの、「国」や｢県｣で前年を下
回りました。

西日本建設業保証出所
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5.企業倒産 負債総額は大型倒産の発生により大幅に増加

５月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、サービ
ス業等で32億円の大型倒産が発生したこともあって、
件数は前年同月比75.0％増の７件、負債総額は、同
833.1％増の35億円と前年を大幅に上回りました。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 ２ヵ月連続で前年を下回る
４月の大型小売店販売額は、前年同月比2.2％減の
97億円と、２ヵ月連続で前年を下回りました。
東日本大震災以降の消費自粛ムードが続いており、

主力の衣料品、飲食料品が振るわず、低調に推移しま
した。

■長崎県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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